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兵 庫懸羊歯おぼえ蓄 (2)

稲 田 又男

ム零彦山 ・ | 高野山( 和歌山県〉、八幡村( 三重県〉、主宰相当高いrlrに
16 イヨクグヤク Diplazium OkudaIIai Makino 
本経は兵庫県で未記録の羊歯であり昨年(1951) 8月 I ( 播磨植物目録〉が採集しているが筆者は桜本に援し
16日に田川先生〈京穴〉と御一緒に採集の際に得た志の| ておらない。しかし雪彦山と阿ビ様な位置にあるの
である。分布としては四国愛媛県岩屋山にて奥平氏に| で、震ナる事は予測される。本種は前記16.17.18.
よって初めて採集され、英後山口県滑山国有林〈岡国| の唆まts性羊歯と反. ; 1 ; " { に寒地位であるので、丹波、 1s..
夫氏〉及び近畿地方では奈良室生山( 天然記念物とじ| 馬の高山でほおそらく生育ナる志のと思われるので、
て指定されている〉岡ピ〈奈良県多武峯. 更に昨年国| 更に本県産地の追加される事を期待するるのである。
川先生によって奈兵市春日山に産ナる ζとがあきらか
になった。とれらの産地はい守れも奈良県でであり. 本
県では最初の採集であった。
17 ナチシダ・ Pteris Williとhiana Agavph. 
本種色イヨクタヤクと共代本県での未記録の色ので
あり、同ピ〈問HJ先生と御同行の際木馬道の側で得た

20 ィワオモダカ Pyrrosia hastata Ching 
本穫は観賞価値のある羊歯で盆栽家の愛好ナる色の
で般越山のイ主人内海兵はシノプ去の様につるして栽培 h

していられた。本県の産地としては、雪彦山以外に宍
粟郡蔦沢村岩上国有林( 建都葱溜兵〉に産ナ。北海道よ
りゴ1，1+1*で広く分布しているが、量的には多く産しな

志のである。 1株あτコたのみで、発音はあまりよくな| い様に思う。
い。 ζれは雪量知Iその色のが本種の産地からいえば相 I 21 トガザパイヌワラ1 : : ' Athyri l1ill iseanum 

var.a噌 ustrisectum Tagawa 
い。本種はその和名の示す如く和歌山県那智に産ナる 1.: ホ Y パイヌワラピ，の変種であτコて、ホ Y パイヌワラ
ζとは. k < 匁lbれており、その他近畿地方では和歌山| ぜの若者片の切れ込みを更に色っと細かくしたものであ
県周辺以南はそう稀な種類と云う稜でもない又三重 I lJ 、田; r r 先生が比叡山のものをtypeとして発表された
県志摩牛島以南に色所々に産し、紀伊牟王寺の中央部セ| のである。分布としては比叡山、高野山(Fal1rIe)等で
は奈良県春日 Vて生育するのみである。四園、九州の汲| あり、雪彦山ではヨヨグラヒメ Y ラピと閉じ場所に盆
ち殴い地方では紀伊牛島南部と問ヒ〈、そう務な種類| 育していた。本県で色更はよく調査ナればまTゴ他に産
ではない。北陸では福井県奥和田村にシロヤマシダ、 1:地があるのではないかと思あれる。

J  イY ヤシダとjJ1，生しているとの容である。関東では伊| ム奥谷村赤西国有林
豆の天披山に産ナると倉鼠悟主氏毛( 東京コが報ヒてbい、ら I.  2盟2 オζ ヒカグワラピ Di句p]a出 m n凶ip即po凶nic叩u
れる。 Taga飢、Wザ叩a  
以上が大体本種の産地であって、本県に産しても別十本種は非常に壮大な羊歯で赤西国有林の隣りの谷で
に不思議ではないが、前述のイヨグダヤグと共に本県
の珍種というべき羊歯である。

18 ヨヨク・ラヒメワ，ラピ Thelypteris Hattorii 
Tagawa 

、本種は1929年 8 月12日に故国代義太郎先生が採集さ

育しており、関川先生は日本の羊歯ではとれ以上大き
な志のはないと云って色よいr:ろ5 といあれた。分布
としては大体哀日本型のものであれ中国山脈にそっ
て北上し日本海側に多く北は秋岡県あだりまで分布し

れた標本が京大標本室にある。本種は和名の示ナ知く| ている。本県産地としては、赤西、音* の両国有林の
高知県篠倉山に産するのであるが. 近畿地方では雲彦 1:外にほ馬妙見山で故国代善太郎先生が採集していられ
山に産するのみであり‘未r:他県では発見されておら| る Q ( 京大擦本室〉
す、又雪彦山に於て色前記国代先生が採集されて以 I 23 シロヤマジダ DipJazium hachijoense Nakai 

J来、採集記録なく今回の採集に依り 2 度目の採集であ l 本種はオ= ヒカグワヲピに似た種類であるが、赤酉
る。 I国有林で前記す= ヒカグワラビと同じ場所で採集し
19 ミヤマグマワラビ Drypterispolylepis C. Chi:. 
本種は 1株だけ生育しているのを見たのみである。
近畿地方では金剛山〈大阪府入大台、山上〈奈良県) 、

た。しかし分布型は前記オユヒカグワラどとは全く反
対で表日本型であり、近畿地方の分布から云って色、
組伊宇島の南部に多くその産地を有し、本種が赤西国

a・
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宥林; ご藤ずるととは珍しいと云わねばならない。本県
では釆記録の色のであり今回，1951年 8 月13日) はじめ
て採集せるも4のである。

24 クラガリジダ Drymotaenium Miyoshianum 
Makino 

ヌド種は 1属 1種であって、ノキシノプに最色近き種
であり、最初岐阜県鳴りで苑見されしたあクラガリシ
ダの和名がつけられた。分布は日本中部より台湾、支
那四川l省に於て色苑見され、広く分布ナる色のである
が、産地tま沙なく、珍しい種類である。近畿地方に@ は
本県の奥谷村赤西国有林、高野山〈和歌山) ，大悲丘I (京
都入芦生演習林仁京都府〉与に産ナる。
25 イワイ界ナジダ Dryopteris saxiflaga H. lto 
本種は寒地位羊歯であっ七、イ界ナシダとよぐ似て
おり、岩に芳生している。鱗片に特徴があり線形の鱗
，片がカギ状にな= コており、鱗片の先は黒褐色で下部の
中軸に接ナる部分は淡偶色である。分布は北海道、本
州. 四国、朝鮮、商瀦洲にまで分布している。近畿地
方では本県の赤西国有林、他県では軍事山( 奈兵) 、知井
演習林( 京都〉、伊吹山( 滋賀) 各; に産ナる ζとが知られ・
ている o

26 カラグサシダ Pleurosoriopsis. Makinoi 

28 クジャタフモトシダ Microlepia marginata 
"  C. Cnr. var. bipinnata Tagawa 

本種色本県末記録の羊儲ではあ為が、前言巴ヘラシタ
と同ピく穴阪植物同好会が1930年 9 月に. 猪鼻谷で採
集せるフモトカグマは本種と間違って報じた志のであ*
ると思わftる。従って本県米詑鍛冶もの: であるが、既，
に採集記録はあるのである。なお近畿地方で各地に報
告されているブモトカグマはナペて本種を誤報した色
のであると思b れる。
29 ィワヤナギシダ Loxogrmme salicifolia 

Makino 
ノ本種は播磨植物自銭に久崎、奥会等代露地が挙げて ， 
あるが、筆者は実物に援していない。おそらくヒメサ
クランの誤報ではないかと恩われ志。しかしヒメサタ
ランより在、むしろサタランに近き志ので、南に行< :
程大形になり、サクラヤと同ピ位の大きさになるとの
事である。，本県では猪必谷で得たのみであるが、、淡路
以外に本外lで色或は産地が期待出来るのではないか。
30 / " 、ゴロモシグ Pteris. c:retica L. var. 

albolineala Hook. 
本学歯はオオパノイノモト Y T f の変種ではあるが.

本県米記録の志のであり、猪品谷が初めての採集地で
Formin あった。オオパノイノモト Y ウとの区別は初片の中央

・小型の羊歯であって長さは6.7cm位しか伸びな 11'0 Iに白い; ; t . ，; l ' が入るととが制よく知 bれた区別点であ
| るが、との白いスタはときには、はっきり現れない場1

0又本学歯は他の羊歯と成熟期を英にい夏期我々が最 l

色多く採集に出る頃は、殆んE 見迄 b ぬ位で生長して
おらす、冬になって成熟ナる。分布広〈各地に産し、近
畿地方に於て色箕面、金剛山( 大阪〉、芦生演習林. 淘

d 来村く京都) 、高野山〈和歌山) 、' 其他各地に産し兵庫県
では今回初め七の採集であ= コたが、前述句通り採集の
時期が逮 5 1ヒ占b、生育していて色苑見出来なか2 たの
，ではないかと息われ. 本県で色イ也に産地が期待される， 
志のである。

ム淡路猪鼻谷
27 へラシダ Diplazium lanceum Pr. 
本種は本県に於てる各地に産し、珍しいと云う程の

羊歯てはないが、戦前に肉池で採集せる志のに対し.
/ : : r ギリヘラシダと報じている。( 大阪植物同好会) ，.
猪鼻谷の本穫は棄の縁がデコボヨした患のが多いの
で、おそらくノコギリヘラシグとしたのではないかと
息われる。しかしヘヲシグと何主奈美ると ζろがなむ
区別する必要色なく、又本主与のノヨギ官ヘラシダは薬
がデ= ボョした程度の色のでなく、色っと深く切れ込
んでいると田川i先生に御教示していたTゴいた。淡路の
ノヨギ E ヘラシダは本県の自然より除去ナべきではな
いjJ注と，思う。

長子もあれその他にオオパノイノモト Y ウの業は淡緑
色なるし本種はもう沙し波い緑色を塁し. 楽の全体
の形色多沙呉る様に思う。近畿地方では各地に彦ナる【
' 様であり、本県に於て色更に調査ナれば産地が出るの
ではないかと息われる。
31 オオミツデ Dryopteris' Sieboldii O. Kuntze 
筆者は未採集であるが， 1929年 9 月23日1ミ故国代善

太郎先生が猪鼻谷で採集してい b れ、又1949年11月3
日に淡路の河野好博正えが同地で採集していられる。
( いすもれ色京大標本室に収あ られてある〉筆者は白川
先生と前記河野氏の御同行を得て、 i可地へ採集に行っ
たが、; 思惑〈採集出来なかった。本県では又丹波の氷
上郡和田村で山中雅也弐が採集していられる。丹波に
本種が産ナるととは注目ナぺきととであると思う。
32 : : r ウザキシダ Asplenium daval1ioides Hook.. 
前記オオミツデと同ビ〈河野好博弐の御茶内で猪鼻

/ 谷へ採集に行ったが、見付ける事が出来なかった。し
かし河野弐が同処かで1949年11月3 日に採集していら
れ、京大田川先生に送b れている。本県では他に神戸
布引沌に産ナる報告がある〈神月背山援物調査書。神
戸市産業課〉が筆者は実物に接してお bず、布引の本
種は不確実である。近畿地方では、紀伊宇島の南部
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( 和歌山県、三重県にまたがる) の各地に産地が報せE

' bれているし其他の諸県は未報告である。 九ぃ
33 " ' < " }レパペエ v dt' Dryopteris fuscipes C. Chr. 
2芋種はペ= シダの仲間では最も南まで分布するもの

の 1つで、淡路には多い種類である。本県では他に緯
保都新宮町篠首で故国代善太郎先生が1925年 5 月 6 日
に採集していられる。( 京穴桜本室) 別に珍しい種類で

る色ので、本県未記録の羊歯ではあるが、既に建書官、
内海の両氏によって採集されでおり、不明の羊歯とし
てそのま会未発表であった。近畿地方に於ける分布と
してな、隣りの大阪府には産地がなく、三井寺C滋賀〉
及奈良、和歌山、三重の諸県では所々に産する。本県
に於て志荷量越山で採集せるのみで、他に産羊が挙lヂb
れておらする、本県稀産の羊歯である。
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んでいる。分布の限界が著しくはっきりしてお h 分
布の限界内には量的にも多〈産す。三熊山は近畿に於
ける分布の北限であると児玉務民が述べている。叉同
正廷は海岸地方学歯フロヲの奴指標植物であると報ピて
いる。く科学教育タイム: l < No.3 1950年近畿南部海岸
地方におけるシダフロラについて〉
35 アマクサシダ、 Pteds，dispar Kunze 
本種色三熊山麓て・得たものである。本県では宍粟郡
富栖村( 建部志i筒弐〕に産ナるととは、注目ナべきであ
る。その他神戸妙法寺川上流に産ナると播磨植物目録
に記載されであるが、筆者は実物に接していない。近
畿地方に於ては和歌山県. 三重県南部の各地に産し.
奈良県星回妙見、京都府八幡等である。いやれにして
色本県産羊歯としては務産の部類に入れるペきlので
あると，% t 7  0  " 7  

ム 其 他
36 タマシダ・ Nephrolepis cordifolia Pr. 
，本種はイシカグ守主同ピく海岸性植物である。本県

/  では河野好博氏が淡路沼島で採集されたのが最初であ
¥  

る。〈淡路島の暖地性植物、寒地位植物、英の他、
1951年 1 月兵庫生物 1巻 5号〉筆者はj司氏が京大田] f f
先生に送られた謀本を先生の御厚意に依り見る事が悶
来た。近畿地方の分布としては前述のイシカグ? の分
1布線以南で、和歌山県、三重県の南部海岸地方に所々
産し、本県の沼島は分布の北限をなすものである。又
、見宝兵は近畿南部海岸地方羊商フロラの指標植物であ
るとしでいる。( 近畿地方シダ類目録1950年〉
37 ミヤヨノヨギ官シダ Diplazium Mettenianum 

C. Chr. 
官官号で報じたイワヤシグの産地宍粟郡艇起山で得た

てよく栽主音させている。
以上積号の報告を週ピで本県の羊歯、 38種( 合変種〉

について述べたのであるが、とれば1951年 1 ヶ年間に
於ける筆者の採集記録及 1梢培米採集であるが、標
本の; 恵奥を受けたもの等であり、確実な志ののみを記
載した。本県志更に調査を続け、本県産の羊歯類目録
を作りたいと念願しでいる。なお調査に菩つては、京
穴標本室の閲覧をと ζろよく許して下さったり、採集
による御指導に又標本の同定Iごと、総てに御援助下さ
った田川[ 基二先生I!深〈感謝し、紙上を以って厚〈御
礼申し上げまナ。叉常に採集に御協力下さった建部恵
満氏. 前号記載の羊歯産地について追加の報告を寄せ
ちれた樋口繁一. 小林卒一、法槻邦男の諸氏の御厚意
に対し謝意を表しまナ。なお今後も本県産羊歯につき
・お気付のちのがあれば筆者宛( 兵庫県加古川市別府町
西脇〉御道知ありたい。

参号雪女献
(1) 兵庫県博物学会編 ・播磨植物目録1935年n 月
(2) 建都恵潟. 播磨船越山極物目録( 兵庫県博物学
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